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道路等の犯罪の防止に配慮した構造、設備等に関する指針チェック票
道路の安全対策

確認項目 措置内容 チェック欄

照度
（指針24P）

○防犯灯、街路灯等により必要な照度が確保されているか。 □

○防犯灯、街路灯等の汚損等に備えて、定期的に点検を実施しているか。　　 □

見通し
（指針25P）

○道路の植栽については、視線を連続してさえぎらない配置となっているか。 □

○生長した樹木が繁茂して見通しを妨げていないか。 □

○住宅、学校等の囲障は、さく等見通しのよいものとなっているか。 □

接近の防止
（指針25P）

○ガードレール、歩道さく、植栽、縁石等により歩道と車道を分離し、ひったく
り犯等の接近の防止を図っているか。

□

公園の安全対策
確認項目 措置内容 チェック欄

照度　　　　　
(指針26P）

○防犯灯等により必要な照度が確保できているか。 □

○防犯灯等が樹木に覆われたり、汚損したりしていないか。 □

見通し
（指針26P）

○公園の周囲にある植栽は、視線を連続してさえぎっていないか。 □

○公園の内部でも、植栽、遊具等により見通しの悪い空間ができていないか。 □

公衆便所
（指針26P）

○公衆便所は危険の大きい場所になりがちなので、照度及び周囲からの見通しが
確保されているか。

□

○公衆便所に複数の出入口が設置されているか。 □

自動車及び自転車駐車場の安全対策
確認項目 措置内容 チェック欄

照度
（指針27P）

○夜間に人の行動が視認できる照度が確保されているか。 □

○照明の汚損に備えて、定期的に点検を実施しているか。 □

見通し
（指針27P）

○外周のフェンスは、さく等できる限り見通しのよいものとしているか。 □

接近の防止
（指針P27）

○駐車場・駐輪場については、外周さく等により周囲と区分し、出入口に自動ゲー
ト管理システムを設置するか、管理人を配置しているか。

□

防犯設備
（指針28P）

○自転車等をチェーン錠等で結束できる盗難防止措置を講じているか。また、駐
輪場の設置者等は、使用方法の表示等を行い、チェーン用バーラック等の利用
を徹底させているか。

□

管理者
（指針28P）

○管理者が常駐し、若しくは巡回を実施しているか。 □

防犯カメラ
（指針28P）

○防犯カメラは出入りする車両ナンバーや人物の動きがわかるか。 □

○「防犯カメラ作動中」などと表示しているか。 □


